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２０２０年度レイカディア大学同窓会大津支部 

第３６回総会議事録 

 

日 時：令和 ２年 ４月 ９日（木）午後１時２０分～２時３０分 

場 所：レイカディア大学草津校第４研修室 

出席者：２６名（新・旧執行役員と司会者・議長） 

 

今年は、新型コロナウイルスの全国的な蔓延により、国や地方公共団体などから各公共施設などの 

使用制限あるいは使用禁止の要請が出ており、本会場も使用禁止延期の期間中で、いわゆる「3蜜」 

を避けるべく、少人数、短時間、密室にならないよう扉・窓を全開放し、座席の間隔をあけて着席、 

マスク着用の上、入室時にアルコール消毒を準備など、万全の予防対策の下での使用となった。 

よって、事前協議で取り決めた総会の出席者は新・旧執行役員と司会者・議長のみで開催すること 

の了解のもと異例の総会になったことを明記しておく。 

 

総会開始 

１． 開会のことば：司会者―中川幸子幹事（３７期・地文－瀬田・瀬田一里山地区） 

２． レイカディア讃歌斉唱・来賓挨拶は時間短縮のため省略 物故者への黙祷は該当者なく削除 

３． 支部長挨拶 

奥田耕治支部長より、変則的な支部総会となったことの事情説明と、会員各位の平素の同窓 

会活動への普遍的な協力に感謝し、無事に２年間の役目を終えることができたことへの謝意 

が述べられた 

４． 議長選出 

１）司会者より出席者へ立候補を問うも、希望者がなく事務局に一任 

２）大口正勝事務局長より永尾正昭幹事（３４期・地文―石山・南郷地区）を推薦 

３）評決の結果全員一致で承認 

４）議長挨拶：①議事進行と秩序の維持協力のお願いをし、議事進行を図る 

     ②総会成立の確認 

事務局確認結果 

【出席者：２６名＋委任状提出者：１９８名＝２２４名】  

        【会員総数：２５４名（令和２年３月３１日現在）】 

                   

            

 ８８％と過半数を超えており、当総会成立を確認  
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５．  議案審議（詳細 第３６回総会議案書参照） 

 

第１号議案 ２０１９年度事業報告：支部長・各部会長報告 

１）全体事業報告 

奥田耕治支部長より、全体事業の概要を １）～１９）項目にわたって報告する 

２）５部会事業報告 

  各部会長より、1年間にわたる活動内容を報告する 

 

       質疑 ： なし 

       採決 ： 挙手により全員一致賛成で可決承認 

 

     第２号議案 ２０１９年度収支決算報告及び監査報告 

１）収支決算報告：釜淵佳明会計報告 

 ・収入    －  ６７７，５０９円 

 ・支出    －  ５３８，４４０円 

 ・次年度繰越金 － １３９，０６９円 

２）監査報告：大塚庸行監事報告 

 ・監査結果 － 内容について相違ないことを確認 

 

       質疑 ： なし 

採決 ： 挙手により全員一致賛成で可決承認 

 

     第３号議案 会則の一部改定（案）   

会則条項の部分改定について 大口正勝事務局長報告 

１．役員の追補  ２．役員の選任 特に第９条の改定  ３．役員の任務 

４．執行役員会及び役員会の構成追補  ５．会費 特に第１６条の追補 

６．支出経費 第１８条の一部の補正  ７．物品管理 棚卸に関して追記 

      いずれも、内容の補足、整理、実情に即した補正など、これまで以上に充実化を図る 

 

       質疑 ： なし 

       採決 ： 挙手により全員一致賛成で可決承認 

 

     第４号議案 役員改選（案）：大口正勝事務局長報告 

       新年度執行役員候補名を読み上げる。地域、地区の理事名と幹事名は表を確認してもらう 

        

       新任役員には期待を、退任する役員には感謝を“お疲れさまでした” 

 

       質疑 ： なし 

       採決 ： 挙手により全員一致賛成で可決承認 
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 第５号議案 ２０２０年度事業計画（案） 

Ⅰ．２０１９年度事業総括と課題 

 奥田耕治支部長報告 

・総括としては、事業計画の骨子を「会員の確保」と「親しみやすい組織づくり」を目 

指し、会員の活動の安全と健康づくりを主眼とした 

「会員の確保」は学生募集活動に力を入れ、新会員の増加と退会者をできる限り減ら 

すことに努力した結果、会員数は微増ではあるが増加を達成した 

「親しみやすい組織づくり」に関しては、５部会の活性化をはかり、積極的に取り組 

むことにより、諸行事、諸活動が例年にも増して活性化し、参加者を増やすことがで 

きたことでより親しみやすい組織づくりに貢献したものと思う 

 ５部会についてや事務局、会計、知名度向上プロジェクト、人材育成などにも細部に 

渡り詳しい説明があったが、詳細は「第３６回総会議案書」を参照願う 

同様に、 

課題についても、会員の確保・活動分野の拡大・知名度向上・助成金の獲得・ 

人材育成の５項目にわたって詳細な説明があったので、これも「第３６回総会議案 

書」を参照願うことで議事録とする 

 

       Ⅱ．令和２年度の事業計画 

         藤田順一新支部長報告 

        １．事業の方針 

        同窓会の目的としているところは 

         ①会員相互の親睦交流  ②諸活動を通じて地域社会の発展に貢献 

         ③母校の発展に寄与 

        ２．重点施策 

         ①会員の確保 

          親睦交流行事では、「新入会員歓迎会＆レイカ大津の集い」と「新年会」及び 

 「地域ミーティング」を大きな取り組みとしていく。各種の行事や事業において、 

 役員を中心に「face to face」の呼び掛けや誘い合いをして同窓会の中に会員の 

 居場所を見つけられるように努める。在校生の２年生には同窓会大津支部の活動 

説明会、１年生には地域体験活動の説明会を活用したいと考えている 

②部会・サークル活動の充実と拡大  

 ５部会と各サークル活動では、役員に対し所属している部会あるいはサークルに 

積極的に参加することを促し、会員には、地域の担い手として地域活動に気持ち 

を新たに取り組んでいただくとともに、会員の健康増進や教養あるいは趣味を深 

める機会づくりを進める  

さらに、５部会や事務局などのより詳細な活動計画も説明 

③知名度向上 

 知名度向上プロジェクトは継続し、龍谷大学や行政とのつながりを確かなものにし 

ていく。また小学校支援活動を充実させ、ゲームコンダクター活動などにはビブス 

着用とレイカ大津の横断幕の使用を徹底し、市民の誘い込みを図っていく 

         ④財政健全化   

          支部活動の運営はすべからず会員各位からの会費でまかなっており、経費節減に 

努めるのはもちろん各種助成金の獲得を積極的に推進するよう努める 
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⑤人材育成 

 会員の支部活動への積極的参加を図る。地域貢献活動の多様化で活動機会を広げ、 

卒期の若い方々や女性の役員への登用を進めて、人的基盤の拡大と強化を図る 

⑥関連先との連携強化 

 同窓会本部、大学事務局、サポートの会、えにしの会との連携を進めていき、大 

津社協や教育委員会、市民部自治協働課その他関係先とも積極的に連携を密にし 

ていく 

        

     

   質疑 ： 瀬田地域の河村会員より：関連先との連携強化について具体的な計画を 

教えてほしい 

       回答 ： 例えば「地球市民の森」などと親睦交流や技術の交換など連携を深めて 

行きたい。 

       採決 ： 挙手により全員一致賛成で可決承認 

 

 

     第６号議案 ２０１９年度収支予算（案）：釜淵佳明会計部長報告 

１）収入の部 － ６１６，０６９円（前年度６３６，９０７円） 

２）支出の部 － ５８１，０００円（前年度５２３，０００円） 

予備費 －  ３５，０６９円（前年度１１３，９０７円） 

        

       質疑 ： 石山地域の脇田会員より：５部会の予算の申請と決済への詳細は？ 

       回答 ： 前年度の実績、提出された今年度の申請内容を検討して決めている 

       指摘 ： 中央地域の詫間会員より：同窓会本部会費備考欄の誤記指摘あり、修正 

       採決 ： 挙手により全員一致賛成で可決承認 

 

   議長が、第１号議案～第６号議案まですべての議案が可決承認されたとして総会の終了を宣言した 

 

   補足：・旧執行役員の代表として奥田耕治支部長が退任挨拶       

・新執行役員の代表として藤田順一支部長が新任挨拶 

・退任される奥田耕治支部長に対し、旧執行役員を代表して大口正勝事務局長が謝辞を述べた 

  司会者より総会の終了にあたり、無事の終了に対し各位の協力に謝意を伝えた 

 

   以上を以て総会終了。 

          ２０２０年 ４月 ９日 

記）事務局 ： 栗田 昇             

 


